
　２
０
１
４
年
か
ら
始
ま
っ
た
道
後
の
ア
ー
ト
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
。今
回
で
４
回
目
を
迎
え
、ス
ケ
ー
ル
も

大
き
く「
道
後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト
２
０
１
８
」と
し
て
４

月
14
日
に
グ
ラ
ン
ド
オ
ー
プ
ン
。地
元
の
方
の「
道
後

の
ま
ち
に
新
た
な
魅
力
を
！
」と
い
う
気
持
ち
が
こ

の
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
の
開
催
を
支
え
、そ
の
継
続
し

た
取
り
組
み
に
よ
り
、「
楽
天
ト
ラ
ベ
ル
」の「
コ
コ
ロ

潤
う
。お
ん
な
一
人
旅
に
人
気
の
温
泉
地
ラ
ン
キ
ン

グ
」で
２
０
１
４
年
よ
り
４
年
連
続
１
位
を
獲
得
し
、

現
在
、道
後
温
泉

は
女
子
旅
の
聖
地

と
も
言
わ
れ
る
よ

う
に
な
り
ま
し

た
。何
度
も
訪
れ

た
い
道
後
・
松
山

を
目
指
し
、今
後

も
地
元
・
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
・
行
政

と
力
を
合
わ
せ
て

い
き
た
い
と
思
い

ま
す
。

❻ 道後公園・湯築城跡
中世にこの地を治めていた河野氏が
本拠地としていた湯築城跡に整備さ
れた公園。国の史跡に指定されている。
■住/松山市道後公園
■問/☎089-941-1480
※入園自由

❼ 坊っちゃんカラクリ時計
道後温泉駅前の放生園にあり、道後温泉
本館振鷺閣をモデルにデザインされて
いる。１時間おき（季節によっては30分
おき）に坊っちゃんやマドンナら小説

『坊っちやん』の登場人物、入浴客らの人
形が音楽に合わせて現れる楽しい時計だ。

　道
後
温
泉
の
歴
史
は
、今
か
ら
３
０
０
０
年

前
に
遡
り
ま
す
。伝
説
に
よ
れ
ば
、空
か
ら
舞

い
降
り
た
白
鷺
が
、こ
ん
こ
ん
と
湧
き
出
る
湯

で
傷
を
癒
し
て
い
た
こ
と
か
ら
発
見
さ
れ
た
と

か
。以
来
、多
く
の
文
人
墨
客
を
癒
や
し
て
き

ま
し
た
。そ
の
温
泉
街
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
親

し
ま
れ
て
い
る
の
は
、１
８
９
４（
明
治
27
）

年
、道
後
湯
之
町
初
代
町
長
・
伊
佐
庭
如
矢
の

英
断
に
よ
り
、改
築
工
事
を
果
た
し
た
道
後
温

泉
本
館
で
す
。松
山
生
ま
れ
の
俳
人
・
正
岡
子

規
や
彼
の
盟
友
で
あ
る
夏
目
漱
石
も
足
を
運

ん
だ
と
い
わ
れ
て
い
ま
す
。「
神
の
湯
」、「
霊
の

湯
」の
２
種
類
の
浴
室
、大
広
間
や
個
室
の
休

憩
室
、日
本
で
唯
一
の
皇
室
専
用
の
浴
室「
又

新
殿
」な
ど
を
備
え
た

立
派
な
温
泉
は
、１
９

９
４（
平
成
６
）年
に

公
衆
浴
場
と
し
て
は

初
め
て
国
の
重
要
文

化
財
に
。ま
た
２
０
０

９（
平
成
21
）年
に
は

ミ
シ
ュ
ラ
ン
・
グ
リ
ー

ン
ガ
イ
ド
・
ジ
ャ
ポ
ン

（
観
光
地
）で「
３
つ
星
」を
獲
得
し
、経
済
産
業

省
の「
近
代
化
産
業
遺
産
」に
も
認
定
さ
れ
ま

し
た
。そ
ん
な
歴
史
あ
る
湯
の
ま
ち
は
、近
年
、

「
ア
ー
ト
の
ま
ち
」と
し
て
も
人
気
。２
０
１
４

（
平
成
26
）年
に
開
催
さ
れ
た
国
際
芸
術
祭「
道

後
オ
ン
セ
ナ
ー
ト 

２
０
１
４
」を
皮
切
り
に
、

以
降
も
本
館
や
椿
の
湯
、道
後
商
店
街
、近
辺

の
旅
館
や
ホ
テ
ル
で
さ
ま
ざ
ま
な
作
品
が
展
開

さ
れ
て
い
ま
す
。

　ま
た
、２
０
１
７（
平
成
29
）年
に
オ
ー
プ
ン

し
た「
道
後
温
泉
別
館 

飛
鳥
乃
湯
泉
」は
、聖
徳

太
子
の
来
浴
伝
説
が
残
る
飛
鳥
時
代
を
イ
メ
ー

ジ
し
た「
湯
屋
」を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、内
部
は
、愛

媛
の
伝
統
工
芸
を
生
か
し
た
展
示
品
で
装
飾
さ

れ
て
い
ま
す
。銘
板
は
、世
界
遺
産
・
法
隆
寺
の

大
野
玄
妙
管
長
に
揮
毫
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　日
本
最
古
の
名
湯
に
浸
り
、湯
上
が
り
に

浴
衣
姿
で
ア
ー
ト
の
世
界
を
楽
し
め
る
の
は
、

湯
の
ま
ち
道
後
の
新
し
い
旅
の
ス
タ
イ
ル
。お

も
て
な
し
が
息
づ
く
商
店
街
や
明
治
の
面
影

を
残
す
道
後
温
泉
駅
、あ
ち
こ
ち
に
点
在
す
る

足
湯
を
巡
り
、温
泉
街
を
見
守
り
続
け
る
寺

社
を
お
参
り
す
る
な
ど
、心
に
残
る
旅
を
満
喫

で
き
ま
す
。

神様の足跡が残る
道後温泉玉の石

坊っちゃん列車

道後アートプロジェクト　地元広報窓口

清水 淳子さん

小説ゆかりの銘菓
坊っちゃん団子

❶道後温泉本館

❺ 道後商店街

❻ 道後公園・
湯築城跡

❸❷ 椿の湯道後温泉別館
飛鳥乃湯泉

❹放生園の足湯

❼ 坊っちゃんカラクリ時計

商店街に名物探し
湯かごを見つけました

まるで明治時代の建物
道後温泉駅

道後温泉の守り神
道後湯神社

❶ 道後温泉本館
休憩室利用付きなど４つの入浴コー
スを用意。夏目漱石ゆかりの「坊っ
ちゃんの間」や又新殿の見学も可能。
■住/松山市道後湯之町5-6
■問/☎089-921-5141
■営/6：00～23：00（コースにより異なる）
　　 無休（12月に１日臨時休館あり）

❸ 椿の湯
道後温泉街にあるもう一つの外湯。
レトロな本館に対し、こちらはモダン
な雰囲気で地元民に愛されている。
■住/松山市道後湯之町19-22
■問/☎089-935-6586
■営/6：30～23：00
　　 無休（12月に１日臨時休館あり）

❹ 足湯・手湯
道後温泉駅前の放生園を筆頭に、道後界隈の
10カ所に整備された足湯と手湯。放生園の足
湯や第４分湯場の手湯のほか、ホテルの足湯
も、誰でも無料で利用が可能。施設によっては
足湯に浸りながらカフェを楽しめるところも。

❺ 道後商店街
道後温泉駅と道後温泉本館を結ぶ
L字型の商店街で、別名「道後ハイカ
ラ通り」。かんきつや松山銘菓など
特産品を扱う土産物店が多く、趣の
ある喫茶店や郷土料理を味わえる
飲食店など約70軒が並ぶ。

　漱
石
さ
ん
も
子
規
さ
ん
も
、そ
ぞ
ろ

歩
い
た
湯
の
ま
ち
道
後
。〝
い
い
、加

減
。〞の
お
湯
に
浸
り
、心
も
体
も
温

ま
っ
た
ら
、ア
ー
ト
で
彩
ら
れ
た
界
隈

を
ひ
と
歩
き
。「
伝
統
」と「
最
先
端
」

が
共
存
す
る
ま
ち
の
魅
力
を
満
喫
。

何
度
も
訪
れ
た
い
道
後
・

松
山
を
目
指
し
て

　伊予国の町医者の子として生まれ、維新後は愛媛県吏員となり、松山城を廃城から守る。その後、郡長や中学校
校長、禰宜などの要職を歴任。1890（明治23）年、62歳のときに道後湯之町の初代町長に就任し、老朽化していた
道後温泉本館の改築に取り組む。巨費が必要であることから、周囲から大きな反対を受けたが、自らの報酬を返上し、
地道に反対派の説得を続け、今の形に改築する。また観光客の誘致を目的に道後鉄道を敷設。道後温泉繁栄の基礎
を築いた。

ちょっとレトロなカフェも点在♪

アート作品で彩られた道後温泉本館

■伊佐庭如矢とは
い　　　　 さ　　　 にわ　　　ゆき　　　 や

❷ 道後温泉別館 飛鳥乃湯泉
「太古の道後」をテーマに、道後温泉にまつわる伝
説や物語などを「愛媛の伝統工芸」と「最先端の
アート」をコラボレーションした作品で上質な温
泉の癒しとともに、感性を刺激する空間を演出。
■住/松山市道後湯之町19-22
■問/☎089-932-1126
■営/7：00～23：00（コースにより異なる）
　　 無休（12月に１日臨時休館あり）

た
ま

さ
か
の
ぼ

あ
す
か

き  

ご
う

ゆ

の

し
ん
で
ん

ゆ
う

ね　ぎ

ゆ　づき

ゆうしんでん

ほうじょうえん

しん ろ かく
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